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要旨
　多くの女性がやせ形の体型を理想とし、細く見えるからという理由で黒い衣服やストライプ柄の衣服を
選択する傾向がある。しかし、一般的に細く見えると思われている色や柄が実際に他のものよりも体型を
細く見せているのだろうか。本研究ではこれらの問題に対し具体的知見を得ることを目的とし、色や柄（ス
トライプ・ボーダー）が持つ視覚的効果がどのように働き、見る側にどのような印象を与えるのかについ
て、コンピュータによる画像処理の手法で比較する画像を作成し、学生を被験者として調査を行った。
　その結果、無地の色相比較では、黒が最も着やせし、黄が最も着太りして見えるという知見が得られ、
色の持つ心理的効果による見え方の違いが認められた。白無地とストライプやボーダーを比較した場合は、
ストライプは無地より細く見えるが、ボーダーは色によって見え方が異なることが分かった。色相は変え
ずに明度を変化させ、明度を変えて同じ色相で比較した場合では、ほとんどの色が明度の高い色より低い
色の方が細く見えるという結果が得られた。また、背景色の影響についても評価するため、背景色をベー
ジュから灰に変更しさらに色相比較を行った結果、黒が最も細く見えることに変化はないものの、最も太
く見える色は赤や緑という結果になり、背景色も見え方に影響を与えることが示唆された。
　これらの結果から、着やせして見える色、着太りして見える色、と言う視覚効果には色の持つ心理的効
果があり、柄は錯視によって見え方に差が生じることが示された。
１、緒言
　昨今、若い女性は極度にやせ形の体型を理想としている。今の自分の体重について、大学生を対象とし
た調査では、女性は、普通体型であるにも関わらず、「太り過ぎ」「太り気味」と回答する者が半数を占め
ており、「やせ」の者でも、「ちょうど良い」「太り過ぎ」と回答する者がある、との結果が出ている。ダ
イエットについては、「普通」や「やせ」の体型でもやせたいという願望を持っており、強いやせ志向も
明らかとなっている１）。また、体型の自己認識理由には、「他人と比べて」という自分以外からの情報を
基準とし、他人と比較した「見た目」を重視する傾向がある２）。
　そこで本研究では「錯視」に着目し、体型は変化させずに、衣服の色や柄によって体型を細く見せるこ
とができないかと考えた。錯視とは、形、大きさ、長さ、色、方向などが、ある条件や要因のために実際
とは違ったものと知覚されることとして本稿では扱う。
　色や柄については、赤や黄など暖色系は膨張や進出を、青や青緑など寒色系は収縮や後退を感じさせ、
明度の高い色は軽く、低い色は重く見える、という色の持つ心理的効果や、色の組み合わせから生じる対
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比、線の方向などによって実際は同一でも見え方が異なるとされており、ファッションにおいてもその原
理が直接適応されると考えられている３）４）。
　上記のような錯視を利用した着やせについては、直接的な体型補正ではなく、被服選定により、体型を
理想のものに近づけてみせることができるかを目的として、スカートの色に着目して着やせして見える色
があるかという研究が行われており、着やせして見える色は一般的に言われている黒であり、着太りして
見えるのは白や黄であった。しかし、「白は華奢な感じがする、小さく見える」と言う意見もあり、見え
方は錯視の他に色そのものが持つイメージも影響していると考えられている５）。
　以上のことから、着やせ着太りに与える視覚効果の多くが色彩学の視点に由来しているのではないかと
推測できる。本研究では上衣の色や柄について調査、研究を行い、実際に見え方に相違が認められるか、
そして錯視や対比といった色彩学的観点から考えられる効果が衣服においても同様に存在するのかを明確
にすることを目的とした。色については、上衣においても色によって見え方に相違があるか、背景の影響
による見え方の相違はあるか、さらに同じ色相でも明度の高低によって見え方の相違があるかを調査し、
柄については、無地と比較し、タテ縞（以下ストライプと記す）は着やせし、ヨコ縞（以下ボーダーと記
す）は着太りして見えるのかを明らかにすることとした。
２、調査方法
２−１、色相比較（背景色：ベージュ）
　調査は、本学家政学部・学群に在籍する18歳から22歳の女子学生275名を対象とし、2008年７月に行っ
た。
　まず、標準的なデータを収集することが望ましいと考え、９号体型のモデルを設定し、調査対象である
上衣はモデルのサイズに適した９号サイズを使用した。着用の際のシワなども錯視に影響することを考慮
し、有彩色の上衣を着用して撮影を行い、これを基準としてパソコンで画像処理を行うことで全く同じ条
件で図１に示す白、黒、紫、緑、黄、青、赤の７色の色相比較用サンプル画像を作成した。
　画像処理には、アドビシステムズ社の画像編集ソフトウェアPhotoshop CSを用いた。
図１　画像処理によって作成した７色の色相比較調査用上衣服（背景色：ベージュ）
　比較方法は、図２のように基準として無彩色（黒または白）のサンプルと、比較対照色として有彩色の
サンプルを左右に並べて提示し、どちらがどれだけ細く見えるか、または同じに見えるかを５段階で評価
させた。回答方法は、図３の回答用数直線を用いて、２枚の写真を比較し直感的に回答させる方法を用い
た。
　データの収集は、比較させる写真を一定間隔で表示させ回答させる方法を用いた。画像の提示方法は、
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パソコンの画面に画像を提示する方法と講義室前方の大型スクリーンに資料を提示する方法のいずれかで
行った。スクリーンと被験者の距離は３m 〜10m。講義室の照明色は白色蛍光灯である。画像は５秒間
隔で自動的に切り替わるよう設定し、比較させる画像と画像との間に白紙のページを挟み、残像が残らな
いよう配慮した。また、スクリーンと着席位置との影響についても同一の比較内容で左右を入れ替えた画
像を用いて評価し、回答結果が明らかに異なるものは信頼性が低いデータとして除外した。
２−２、色相比較（背景色：灰）
　２−１項の色相比較の際の、最も太って見えた黄と同系色であるベージュの背景の影響について評価す
るため、背景を無彩色の中間の色である灰に変更して色相比較の再調査を行った。
　調査は、本学家政学部・学群に在籍する18歳から22歳の女子学生165名を対象とし、2009年６月と７
月に行った。
図２　色相比較調査用画像（背景色：ベージュ）
図３　回答用数直線
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図４　画像処理によって作成した７色の色相比較調査用上衣服（背景色：灰）
　２−１項の色相比較で使用した画像の背景を灰に変更した。用いた色相は図４に示す、２−１項に示し
た色彩比較と同様の白、黒、紫、緑、黄、青、赤の７色である。
　比較方法は、図５のように基準色として無彩色（黒または白）のサンプルと、比較対照色として有彩色
のサンプルを左右に並べて提示し、どちらがどれだけ細く見えるか、または同じに見えるかを５段階で評
価させた。２−１項の色相比較と同様に、回答用数直線を用いて２枚の写真を比較し直感的に回答させる
方法を用いた。データの収集は、２−１項の色相比較と同様に行った。
図５　色相比較調査用画像（背景色：灰）
２−３、柄比較
　調査は、本学家政学部・学群に在籍する18歳から22歳の女子学生198名を対象とし、2008年12月と
2009年６月に行った。
　まず、最も標準的なデータを収集することが望ましいと考え、９号体型のモデルを設定し、調査対象で
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ある上衣はモデルのサイズに適した９号サイズを使用した。同型のTシャツを７枚用意し、図６に示す、
1.5cm幅、3.0cm幅、5.0cm幅の縞をタテ方向に着色したものと、ヨコ方向に着色したものをそれぞれ１
枚ずつと、比較基準用に白無地のものを１枚用意した。また、色での違いを比較するため、パソコン上で
画像処理を行い、赤と黒の２色を用意した。
図６　柄比較調査用上衣
　比較方法は、図７のように基準色として白無地のサンプルと、比較対照色として柄のサンプルを左右に
並べて提示し、どちらがどれだけ細く見えるか、または同じに見えるかを５段階で評価させた。回答方法
は２−１項の色相比較と同様に回答用数直線を用いて、２枚の写真を比較し直感的に回答させる方法を用
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いた。データの収集は、２−１項の色相比較と同様に行った。
２−４、明度比較
　調査は、本学家政学部・学群に在籍する18歳から22歳の女子学生116名を対象とし、2009年１月と６
月に行った。
　まず、最も標準的なデータを収集することが望ましいと考え、９号体型のモデルを設定し、調査対象で
ある上衣はモデルのサイズに適した９号サイズを使用した。２−１項の色相比較で作成した画像にさらに
画像処理を行い、図８に示す、有彩色の明度を高くした色と明度を低くした色を作成した。また、無彩色
は黒の明度を低くし、黒と白の中間である灰を作成した。
図７　柄比較調査用画像
図８　明度比較調査用上衣服
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　比較方法は、図９のように基準色として原色のサンプルと、比較対照色として明度の違う色のサンプル
を左右に並べて提示し、どちらがどれだけ細く見えるか、または同じに見えるかを５段階で評価させた。
回答方法は２−１項の色相比較と同様に回答用数直線を用いて、２枚の写真を比較し直感的に回答させる
方法を用いた。データの収集は、２−１項の色相比較と同様に行った。
図９　明度比較調査用画像
２−５、統計処理
　調査結果の平均値が有意なものであるかについて、統計解析ソフトSPSSを用いて、平均値の比較の「１
サンプルのt検定」を行った。仮説検定値は回答数直線上の０である「どちらも同じように見える」とし、
平均値と仮説検定値との差の95％および99％信頼区間について調べた。
３、結果
３−１、色相比較（背景色：ベージュ）
　図10、図11は、背景色をベージュとした場合の色相比較の調査結果である。基準色である黒または白
より比較対照色が細く見える場合はグラフがプラスに、太く見える場合はマイナスに示されている。図
10より、黒と比較した場合の平均数値は、黒、青、白、紫、緑、赤、黄の順となっている事から、黒が
最も着やせして見え、黄が最も着太りして見えるという結果となった。図11より、白と比較した場合の
平均数値は、黒、青、白、紫、赤、緑、黄の順となり、赤と緑に順位の変化があったものの、黒との比較
と同様に黒が最も着やせして見え、黄が最も着太りして見えると言う結果が得られた。これらのことから、
黒が細く見えるという仮説が肯定され、試みた中で最も太く見える色は黄であることが分かった。
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３−２、色相比較（背景色：灰）
　図12、図13は、背景色を灰で行った色相比較の調査結果である。基準色である黒または白より比較対
照色が細く見える場合はグラフがプラスに、太く見える場合はマイナスに示されている。図12より、黒
と比較した場合は、黒、青、紫、緑、黄、白、赤の順となっている事から、黒が最も着やせして見え、赤
が最も着太りして見えるという結果となった。白と比較した場合は、図13から、黒、青、紫、赤、黄、白、
緑の順となり、黒が最も細く見えるのは黒との比較と同様だが、赤と緑に順位の変更が見られ、最も太っ
て見える色は緑であるいう結果が得られた。これらのことから、黒が細く見えるという仮説は背景色に関
わらず肯定されたが、太く見える色に関しては背景色に影響される可能性が示された。
図10　黒と比較した場合の見え方 図11　白と比較した場合の見え方
図12　黒と比較した場合の見え方 図13　白と比較した場合の見え方
３−３、柄比較
　図14、図15は、柄比較の調査結果である。基準色である白無地より比較対照である柄が細く見える場
合はプラスに、太く見える場合はマイナスに示されている。図14より、ストライプ柄は色に関係なく白
無地より柄の方が細く見え、さらに幅の狭い柄ほど細く見えることが分かった。一方、図15より、ボーダー
色彩および柄が着やせ・着太りに与える視覚効果（鈴木）　9
柄は黒では無地より細く見え、3.0cm幅が有意に細く見えるものの、赤の柄と比較した際の結果に有意差
は見られず、白無地とあまり見え方が変わらないことが分かった。
図14　白無地とストライプを比較した場合の見え方 図15　白無地とボーダーを比較した場合の見え方
図16　原色と低明度、高明度を比較した場合の見え方
３−４、明度比較
　図16は、明度比較の調査結果である。基準色である原色より比較対照色が細く見える場合はプラスに、
太く見える場合はマイナスに示されている。図16より、低明度と比較した場合はすべての色が原色より
細く見え、高明度と比較した場合は無彩色、紫、青、赤は原色より太く見え、緑には有意な差が認められ
ず、黄は原色より細く見えているという結果から、低明度の方が着やせして見える可能性が高いと考えら
れた。
３、総括
　衣服の色や柄が着やせ着太りに与える視覚効果について調査を行った結果、色相、柄、明度の違いによ
る見え方に差が生じることが明らかになった。
　色相比較では、背景によって見え方に違いが認められ、背景と同系の色は背景に影響され太って見える
のではないかと考えられた。そのため、背景を無彩色の灰にして再調査をした結果、黒と比較した場合の
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有彩色の見え方は、細く見える順に、寒色である青、次に中性色である紫、緑、最後に暖色である黄、赤
となっていることから、寒色は収縮して見え、暖色は膨張して見えるという仮説が調査した範囲では肯定
されたと考えられる。
　白無地と柄の比較では、ストライプは全ての種類において白無地より細く見えると言う顕著な結果が得
られている。これは縞の方向に広がって見える特徴から、ストライプは縦に長く見えるため細く見えるの
だと考えられる。そのため、ボーダーはヨコ縞の影響で横に広がって見えるため、ストライプより太く見
えると考えられた。また、白無地より細く見えるのは黒い柄で、赤の柄は白無地と見え方が変わらないた
め、ボーダーは色によって見え方に差があると考えられた。今後はさらに色相を追加しての調査を行いた
い。
　明度比較では、全ての色において明度の低い色が細く見えており、着やせ着太りの視覚効果には明度が
大きく影響しており、明度の低いものほど細く、明度の高いものほど太く見えると考えられた。
　本研究では、成人女性の標準体型９号サイズでの調査であったため、今後は他の体型についても調査を
行いたい。また、太めの体型ややせの体型での調査、さらに背景色が見え方の違いに影響を及ぼすことが
わかったため、背景を風景等に変更しての調査も進めていきたい。
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